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研究成果の概要（和文）：労働者の健康に影響を与える職場要因、健康経営施策の効果検証、健康と生産性/労
働市場評価等健康に関する論文が７件（うち査読付き2件）あった。中間管理職の役割やそのスキルに関する論
文が4件（うち査読付き1件）で、人的資本投資やスキル活用に関する論文が3件（うち査読付き2件）あった。そ
の他、インセンティブ設計の定量的効果測定に関する論文、働き方改革の効果に関する論文、評価バイアスに関
する論文、技術革新が雇用に与える影響に関する論文など、人事経済学に関連する幅広いテーマについて、過年
度の活動成果があった。

研究成果の概要（英文）：There were seven papers (including two peer-reviewed) on health, including 
workplace factors affecting workers' health, the effectiveness of health management measures, and 
health and productivity/labor market assessment. There were four papers (including one peer-reviewed
 paper) on the role of middle management and their skills, and three papers (including two 
peer-reviewed papers) on human capital investment and skill utilization.
Other results of past years'activities on a wide range of topics related to personnel economics 
include a paper on measuring the quantitative effects of incentive design, a paper on the effects of
 work style reform, a paper on evaluation bias, and a paper on the impact of technological 
innovation on employment.

研究分野：労働経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
企業の内部データを用いて、政府統計やアンケート調査では明らかにできない内部労働市場の働きを明らかにす
る本研究課題のアプローチは学術的新規性が高い成果を生み出した。また、生産性向上や労働者のウェルビーン
グ向上につながる数多くの知見をもたらした。例えば、健康に関して、どのような健康経営施策が生産性効果を
持つか、中間管理職にどのように介入したら良いかといった提言につながる。また、評価や育成施策において
も、近年の仕事の高度化と管理職の役割変化を踏まえ、管理職をどのように育成、評価すれば良いか、労働者の
成長や人材活用を高めるためにどのような仕組みを導入すれば良いかに関して知見を提供できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
経済学における一つの大きな問いはなぜ異質性が存在するのかということである。企業間の生産性には大き
な違いがあり、それが縮小せずに持続する原因を明らかにするため、多くの研究が行われてきた（Syverson 
2011）。Syverson(2011)も指摘するように、経営施策の違い、労働の質の違い、組織構造の違い、経営者の資
質の違いなどは大きな要因であると考えられている（Bloom and Van Reenen 2007、Bertrand and Scholar 
2003)。こうした企業内に起因する異質性が生産性格差の大きな原因であること、そしてこうした企業内に見
られる異質性がなぜ存在するか明らかにするために、企業内データを活用した実証研究の重要性は年々高ま
っている。報酬制度による生産性の違い（Lazear 2000）、職の設計の違いによる生産性の違い（Hamilton, 
Nickerson, and Owan 2003）、中間管理職による生産性の違い（Lazear, Shaw, and Christopher 2015）、CEO
による生産性の違い（Bandiera et al. 2016）、組織設計による生産性の違い（Gokpinar et al. 2010）など、
組織というブラックボックスの中を可視化することによっ て、生産性の差異の源泉が明らかになりつつある。
Ichniowski and Shaw (2012)によると、インサイダーエコノメトリクスと呼ばれるこうした研究の多くは、
（１）経営施策の生産性効果、（２）経営施策が生産性に影響を与えるメカニズム、（３）経営施策採用の意
思決定、の解明に取り組むという。 しかし、申請者らは、企業内データの活用を施策の効果の事後的な評価
にのみ限定するのは、その可能性と重要性を過小評価することになると考える。単純に施策の効果を見ると
いうだけならば、企業が新しい施策を導入するまで、その企業の効率性を判断する機会は現れない。また、
施策を導入する企業としない企業の異質性がある限り、一つの企業で明らかになったことがどの程度他企業
にも一般化出来る普遍性を持つものなのかという外的妥当性の問題に直面する。 現在企業の中に蓄積されて
いるデータは、10 年前と比べて大きく変わってきている。従業員や経営者の意思決定プロセス、コミュニケ
ーション、非認知能力の評価などの情報が蓄積される中、個人レベルで人間の行動原理やセレクションを観
測する機会が生まれつつある。事後的に施策の効果を見るのではなく、現時点でどのような非効率あるいは
改善機会が生じているかを推察し、必要な施策を提案することで、より正しく施策の効果を計測する機会を
研究者自身が作っていくことを一つの研究のスタイルとして提示したい。それを通じて、生産性格差の源泉
についての理解も進むと期待する。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、企業と共に経営課題を解明し、その解決のための施策を提案し、その施策の効果を確
認するための手法を開発し、実際にそれを測定することを目指している。そのために、プロジェクトの
中に、企業にデータ活用の方法を教え、改善機会を共に議論する探索的な機能と、実際に企業内データ
の提供を受け学術的な研究を行う分析遂行機能を併せ持つ。研究代表者が東京大学社会科学研究所で開
始した人事情報活用研究会では、数年前から参加企業に対し、保存すべきデータや活用方法についての
助言を行ってきた。こうした企業の中に入り込んで、研究課題を発掘し、そのテーマに即したデータの
取得を目指すのが本研究の独自性である。こうしたアプローチはとりわけ新型コロナ感染蔓延中に企業
と協力して社員アンケートを実施し、在宅勤務における問題点を洗い出すといった分析を行う際に威力
を発揮した。テーマの範囲は、男女格差、研修、評価、働き方改革、メンタルヘルス、健康経営施策、
チーム生産性、中間管理職の役割と生産性、組織内イノベーション、など人事経済学の範囲を超えて多
岐にわたる。 
 
３．研究の方法 
 
データの取得方法としては、大きく分けて、事前の準備から参加するケースと、社内に存在するデータを事
後的に二次利用で提供を受ける場合の２つがある。企業と一緒にアンケート調査の設計を行ったり、フィー
ルド実験を実施する場合には、セレクションバイアスがかからないよう、対象範囲を出来るだけ広く取る。
因果関係を明らかにするために、実験においてはランダム化比較試験（RCT）を行う。例えば、禁煙プログラ
ムや睡眠改善プログラムといった健康経営施策の効果検証を行う場合、まずは参加希望者を募り、その中か
らランダムに介入群と対照群に振り分ける。推計の精度を上げるため、事前と事後で２回アンケート調査を
実施もしくは前後の人事データを用いて ANOVA 推計を行う（高橋その他 2021 年、 Kawata et al. 2023）。 
記述的な論文で、因果関係を証明するのではなく、ストーリーと整合的な相関関係を示した論文もいくつ
かあるが（例えば、Sato, Hashimoto and Owan 2020, Takahashi, Owan, Tsuru and Uehara 2019, Kawata 
and Owan 2020, Kitagawa et al. 2021）、多くのプロジェクトで因果関係を示した。事後的に人事データや
業務データを二次利用として提供を受ける場合は、RCT を使えないので、以下のうちのいずれかの方法で因
果関係を捉える。 
（１） 施策導入やプログラムへの参加がほぼ外生的な要因で決まることを示した上で、傾向スコアマッチ
ングによって介入群と対照群を定義し、差の差分析、もしくは固定効果モデルでの推計を行う(Sato, 
Kuroda and Owan 2020, Sato, Nakamuro and Owan 2019, Takahashi et al. 2024, Sato, Kuroda 
and Owan 2024)。 

（２） 国の政策変更や景気変動による需要の落ち込みといった外生的なショックを操作変数として活用
して二段階最小二乗法を用いる（Onishi, Owan and Nagaoka 2020、Shangguan, DeVaro and Owan 



2021）。 
（３） 人事異動がアウトカムとは無関係な独立要因で決定されることを示した上で、上司効果（上司によ
るアウトカムへの時間不変の影響）を推計し、上司の交代がアウトカムに与える影響を求める
（Okudaira et al. 2024）、または離職率の低い会社において部署間の年齢構成の違いを操作変数
として、それを通じたマネジャーの負荷の増大の影響を求める（Dessein et al. 2024）。 

  
４．研究成果 
 
本研究課題は、健康経営、人的資本投資、インセンティブ設計、高齢者雇用、働き方改革、非正規雇用、中間
管理職の役割といったテーマでの多くの有益な成果を出した。 
健康経営に関して、①製造業企業１社の健康サーベイと勤怠データを紐づけしたデータを用いて、労働時
間に加え、いつ働くか、休憩を取れているかが、労働時間がメンタルヘルスに与える影響を見る上で重要で
あることを示した（Sato, Kuroda and Owan 2020）。②製造業企業 1社の協力を得て、その社員に対して行っ
た禁煙支援プログラムの影響評価を行い、禁煙は、たばこ休憩時間の解消、プレゼンティーイズムの改善、
アブセンティーイズムの減少を通じて、短期的にも生産性を押し上げることを明らかにした（Takahashi, 
Nakamuro and Owan ）。③製造業企業１社の労働者のパネルデータを用いて、労働時間や働き方のメンタルヘ
ルスへの影響が個人の性格特性や職種特性によってどの程度異なるかを明らかにした(Sato, Kuroda and 
Hideo Owan 2024)。④製造業企業 1社のデータを用いて、大卒と高卒の間の健康格差が有意に大きいこと、
要因分解分析を通じて、格差の半分は健康習慣の違いで説明できることを明らかにした (Aizawa 2022)。  
人的資本投資に関しては、①某製造業企業で導入された全管理職を対象としたコーチングトレーニングの
効果を、傾向スコアマッチング/差の差分析により推計し、人事考課や昇進確率への統計的に有意な影響を確
認した（Sato, Nakamuro and Owan 2019）。②派遣会社から提供されたデータを用いて、一般的研修やLearning-
by-doing を通じて上昇した生産性の伸びは賃金の伸びよりも高く、賃金の圧縮分は生産性の伸びの 40%であ
り、労働市場の摩擦が企業の投資インセンティブを作りだしていることを明らかにした（Dong, Hyshop and 
Kawaguchi 2023）。 
インセンティブ設計に関して、①特許法の改正に伴い、研究開発者向けの実績ベースの発明報奨金を増やし
たことが、ハイリスクなプロジェクトより安全に成果を出せるプロジェクトへ、テーマをシフトさせた可能
性があることを示した（Onishi, Owan and Nagaoka 2020）、②自動車販売会社の営業社員の人事データを用
いて、短期インセンティブである業績給よりも昇進などの長期インセンティブの方が生産性押上効果は高く、
またこの二つの間には補完性があり、両方導入した時に、インセンティブ効果は最も高いことなどを明らか
にした（Bichen et al. 2023 図 1 参照）。 
高齢者雇用に関して、①製造業企業の人事データと従業員サーベイ結果を用いて、高齢者再雇用は周りの同

僚の満足度や研修量に対し、年齢や職位によって異質性の高い影響を及ぼすことを明らかにした（Kawata and 
Owan 2020）。 
長時間労働や働き方改革に関連して、①みずほリサーチ＆テクノロジーズと共同で大手都市銀行の顧客企
業を対象に働き方改革の実態調査を行い、ノンコア事業のアウトソーシングや選別受注による効率化のため
の事業優先化政策が、一人当たり売上高や利益にプラスの効果をもたらしたことや、柔軟な働き方が残業を
減らし、利益を増加させたことなどを明らかにした（Takahashi et al. 2024）。また、建築設計会社のプロ
ジェクト管理データを用いて、金融不況後の需要の低下が、長時間労働の是正を通じて、生産性改善につな
がったエビデンスを示した。長時間労働の減少が疲労の解消・集中力の高まりにより個々人の生産性を高め

図 1インセンティブ設計による生産性押上効果（Bichen et al. 2023） 
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ただけでなく、さらにチーム内業務の再配分を通じてより生産性の高い人に傾斜配分されていた(Shangguan, 
DeVaro and Owan 2021)。 
非正規雇用の問題については、空輸業における人事データを用いて、客室乗務員の非正規化が、離職率を
高め、出産時期を遅らせる一方、逆に正規化がそれと逆の変化を引き起こすことを示した(Asai and Koustas 
2023)。 
中間管理職の役割に関しては、①経営コンサルティング企業と協力して、同社のスキル評価のデータを用い、
上司のスキルが部下及び本人の生産性、離職、評価、昇進にどのような影響を与えているか分析を行い、上
司の People Management Skill（部下の育成や支援）は部下と上司本人の評価を高め、部下の離職を低下させ
るが、上司の昇進には影響を与えない一方、上司の Senior Management Skill（戦略策定、情報収集、コーデ
ィネーション、コミュニケーションスキルなど）は部下の離職率の低下と上司の昇進確率向上に役立つこと
を明らかにした(Asuyama and Owan 2024)。②建築設計会社のプロジェクトマネジメントデータを用いて、
（１）プロジェクトの進行は、まずプロジェクトマネジャーの労働投入（事前コーディネーション）があり、
それに続いてチームの時間投入量が増えること、（２）事前調整の重要性は、計画・開発管理・意匠設計とい
った知識集約度が高いプロジェクトほど、あるいは新規顧客や遠方のプロジェクトといった情報摩擦の高い
プロジェクトほど高く、マネジャーの初期投入時間が多いこと、（３）マネジャーの実際の時間投入パターン
が、類似のプロジェクトで通常投入される予測投入量から乖離したプロジェクトでは、事後的にチームの労
働時間が長くなり、全体的な収益性が低下すること、などを明らかにした(Dessein, Lo, Shangguan and Owan 
2024)。 
また、当初の研究計画にはなかったものの、新型コロナ感染拡大を受けて、急遽大手製造業企業４社にお
いてコロナ禍での在宅勤務調査を実施し、緊急事態宣言後の生産性の低下の主要な要因は、自宅で仕事を行
ううえでの PC・通信インフラの未整備や、社内外とのコミュニケーションの問題が大きいことを明らかにし
た。一方、在宅勤務は従業員のメンタルヘルスを改善することもわかった（Kitagawa et al. 2021）。 
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